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毎
年
、
夏
に
な
る
と
皆
さ
ん

の
家
庭
で
は
残
飯
や
ス
イ
カ
な

ど
水
分
を
含
ん
だ
燃
え
に
く
い

ゴ
ミ
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
燃
や
す
に
は
大
量
の
重
油
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
切
り
を
十
分
に
し
て
か
ら
出

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
可
燃
物
や
不
燃
物
を

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
時
は
、

日
時
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
き
れ

い
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
ゴ
ミ
収
集
計
画
表
と
正
し

い
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
見
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
ゴ
ミ
は
収
集
当
日
の
午
前

八
時
三
十
分
ま
で
に
出
し
、
収

集
後
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
③
収
集
日
の
前
日
や
夜
間
に

は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
し
議
す

い
。

　
④
ほ
か
の
町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
⑤
可
燃
物
と
不
燃
物
の
分
別

を
き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑥
危
険
な
物
は
絶
対
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
⑦
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

各
町
内
で
責
任
を
持
っ
て
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑧
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
や
移
動
は
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
⑨
家
庭
で
ゴ
ミ
を
減
ら
し
た

り
、
始
末
す
る
工
夫
を
考
え
て

く
だ
さ
い
。
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ゴ
ミ
収
集
を

　
　
　
　
休
み
ま
す

　
お
盆
の
八
月
十
五
日
㈹
は
ゴ

ミ
収
集
を
休
み
ま
す
。
な
お
、

焼
却
場
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き

ま
す
。
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今
年
で
原
水
爆
禁
止
十
日
町

市
民
大
会
は
第
三
十
五
回
を
迎

え
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
、
被

爆
者
の
苦
し
み
を
思
い
、
広
島
・

長
崎
と
手
を
携
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
き
ず
な
を
大
き
く
育
て
、

平
和
を
愛
す
る
世
界
の
人
々
と

手
を
つ
な
い
で
、
核
兵
器
の
な

い
社
会
を
次
代
に
継
承
す
る
こ

と
は
わ
た
し
た
ち
の
責
務
で
す
。

　
い
ま
も
な
お
、
諸
外
国
で
は

武
力
紛
争
が
続
き
、
多
量
の
核

兵
器
が
保
有
さ
れ
、
人
類
の
生

存
と
世
界
の
平
和
が
脅
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
悲
惨
な
戦
争
を
く

り
か
え
さ
な
い
た
め
、
平
和
な

社
会
を
築
く
た
め
に
も
、
み
ん
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■夜7時～9時　商店街、職場などで手造り

の万灯を作ってみんなで「まつり」を楽しみ

ましょう。形態は自由ですが、人力により担

ぐもので光（ちょうちんなど）をつければな

お結構です。

■夜7時～9時　十日町小唄誕生60周年記念

の年でもあり、日本民謡協会（東京）から約

200人が参加し、踊りに花を添えてくれます。

・・く・咽く・・卜・卜・卜

■夜7時～9時30分　本町1～6丁目にかけ

て趣向をこらした面々がパレード。豪華賞品

がありますので、ぜひ参加してください。

周く・・く・イ・・卜・卜・卜

な
で
参
加
し
ま
し
よ
う
。
参
加

で
き
な
い
か
た
も
〈
午
前
八
時

十
五
分
か
ら
一
分
間
〉
ぜ
ひ
、

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議

会
加
入
団
体
〈
順
不
同
〉

　
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、
繊
労
、

自
由
民
主
党
、
日
本
社
会
党
、

市
役
所
、
農
協
、
織
物
組
合
、

商
工
会
議
所
、
青
年
会
議
所
、

金
融
団
、
仏
教
会
、
キ
リ
ス
ト

教
会
、
天
理
教
会
、
北
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

地
区
同
盟
、
地
元
新
聞
社
四
社

地
区
評
、
県
建
設
業
協
会
十
日

町
支
部
、
非
核
宣
言
市
民
の
会
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8
月
1
1
日
は

「
老
齢
福
祉
年
金
」
の
支
払
日

　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が

八
月
十
一
日
㈹
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

日
程
表
の
と
お
り
老
齢
福
祉
年

金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

十
一
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
が

受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
証
書
は
十
一
月
の
支

払
い
時
に
お
返
し
し
ま
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
全
額
が

国
の
負
担
で
支
払
わ
れ
る
年
金

で
す
。
こ
の
た
め
、
①
恩
給
や

厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
た

年金支払い・証書提出の日程表

り
、
②
あ
る
程
度
の
所
得
が
あ

る
と
き
に
は
、
支
払
わ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
毎
年
一
回
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
つ
い
て
の
審
査
を

行
い
、
む
こ
う
一
年
間
（
八
月

～
平
成
二
年
七
月
）
の
年
金
支

払
い
額
を
証
書
に
記
入
す
る
必

要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
お
い
で
い
た
だ
く
人
本
人
、

ま
た
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

■
持
参
す
る
も
の
　
①
老
齢
福

祉
年
金
証
書
②
証
書
に
押
し
て

あ
る
印
鑑

諜日4後難嚇時9前華㈱姻租8
欝
金
叢
犠
鱒
揚
辮

蕪
鍵
譲
幾
提
畿
暢
灘

的較比は後午
、

がすまい合み混は
　
Q

中
す

前
ま

午
い

、
て

年
い

例
す

※

．
十
日
町
郵
便
局

　
　
　
　
’

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

市
役
所
市
民
課

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

六
箇
簡
易
郵
便
局

六
箇
簡
易
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

千
手
郵
便
局

下
条
郵
便
局

下
条
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

土
市
郵
便
局

土
市
郵
便
局

■
そ
の
他
　
八
月
十
一
日
に
都

合
の
つ
か
な
い
人
は
、
十
四
日

～
二
十
五
日
の
間
に
、
郵
便
局

で
年
金
を
受
け
取
り
①
年
金
証

書
②
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
課
年

金
係
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
先
の
国
会
に
提
出
さ

れ
た
平
成
元
年
四
月
一
日
以
降

に
老
齢
福
祉
年
金
額
を
改
正
す

る
等
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
継
続
審
議

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
毎
年
八
月
上
旬

こ
ろ
お
送
り
し
て
い
た
老
齢
福

祉
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
伴
う
、

改
定
差
額
の
支
払
い
の
た
め
の

「
特
別
証
書
」
は
、
今
回
は
お

送
り
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
八
月
の
支

払
い
額
は
、
証
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
金
額
と
な
り
ま
す
。
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納
め
ま
し
た
か
！

国
民
年
金
保
険
料

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
で
農
・

林
業
や
自
営
業
、
自
由
業
の
人

や
そ
の
家
族
の
人
は
、
第
一
号

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
未
納
額
が
ふ

く
ら
み
、
納
め
る
の
が
遅
れ
る

ほ
ど
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
、
き
ち
ん
と
納

め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
保
険
料
の
未
納
期
間
に
よ
っ

て
は
、
思
い
が
け
な
い
病
気
や

事
故
に
あ
っ
た
と
き
に
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
ま

で
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
は

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　
便
利
で
安
心
で
き
る
納
付
方

法
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
納
付
組
織
の
利
用

　
ほ
と
ん
ど
の
町
内
・
部
落
に

県
知
事
の
委
嘱
を
受
け
た
年
金

委
員
さ
ん
が
い
て
、
毎
月
集
金

し
て
く
れ
ま
す
。
市
民
課
年
金

係
か
、
町
内
・
部
落
の
年
金
委

員
さ
ん
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。◎

口
座
振
替
の
利
用

　
①
預
金
通
帳
②
通
帳
の
印
鑑

③
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

を
、
市
内
金
融
機
関
に
持
っ
て

行
き
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金

係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
幽

・
衛
）
へ
。

んへ

o
？

劉
、

ど
ん
な
健
康
な
人
で
も
、

絶

対
に
病
気
や
け
が
を
し
な
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、

お
金
が
な
く
て
お
医
者
さ
ん
に

か
か
れ
な
か
っ
た
り
、
医
療
費

が
高
額
に
な
っ
て
経
済
的
な
苦

境
に
立
た
さ
れ
た
ら
大
変
で
す
。

　
国
保
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
万
一
に
備
え
て

み
ん
な
で
お
金
を
出
し
合
い
、

助
け
合
っ
て
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

た
い
せ
つ
な
制
度
で
す
。

た
い
せ
つ
な
保
険
料

　
国
保
に
加
入
し
た
人
は
、
必

ず
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
納
め
ら
れ
た
保
険

料
は
、
国
の
補
助
金
と
と
も
に
、

国
保
の
財
源
ど
な
り
、
皆
さ
ん

が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の

医
療
費
、
助
産
費
や
葬
祭
費
の

支
給
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
保
険
料
は
国
保

の
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財
源

で
す
。保

険
料
と
医
療
費

　
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療
技
術

の
高
度
化
や
治
療
期
間
の
長
い

成
人
病
の
増
加
な
ど
が
原
因
と
，

な
っ
て
、
国
保
の
台
所
を
た
い

へ
ん
厳
し
く
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
一
定
割
合
は
、
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
医

療
費
が
増
え
る
と
、
保
険
料
を

値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

皆
さ
ん
の
負
担
を
ま
す
ま
す
大

き
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に

心
が
け
た
り
、
定
期
的
な
健
診

で
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
努
め
る
な
ど
、
医
療
費
の

節
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
保

険
料
を
滞
納
し
た
り
、
相
談
に

応
じ
な
い
世
帯
な
ど
は
、
保
険

証
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
負
担
の
公
平
を
図
る

た
め
に
も
、
納
期
ま
で
に
必
ず

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

国
保
係
（
a
5
7
1
3
1
1
1
内

線
蜘
・
m
）
へ
。
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鐙
島
小
学
校
が
県
知
事
表
彰

　
「
県
ぐ
る
み
大
き
な
輪
に
な

れ
交
通
安
全
」
　
　
交
通
安
全

県
宣
言
記
念
県
民
大
会
が
十
二

日
㈲
、
県
民
会
館
（
新
潟
市
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。
席
上
、
鐙
島

小
学
校
（
若
月
明
校
長
）
が
、

交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
鐙
島
小
学
校
は
、
昭
和
三
十

七
年
か
ら
、
交
通
安
全
教
室
に

取
り
組
み
、
児
童
・
教
職
員
・

P
T
A
が
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
の
指
導
内
容
を

「
生
徒
指
導
年
間
計
画
」
に
盛

り
込
ん
で
「
正
し
い
歩
行
、
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
」
な
ど

を
勉
強
し
、
安
全
教
育
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
住
民
が
交
差
点
で
交
通
整

理
を
行
う
な
ど
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　
受
賞
の
喜
び
を
若
月
校
長

先
生
は
「
昭
和
三
十
七
年
以
後
、

皆
さ
ん
が
伝
統
を
築
き
上
げ

て
き
た
こ
と
が
実
り
ま
し
た

の
で
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
を
い

つ
ま
で
も
受
け
継
い
で
行
く
よ

う
に
努
力
し
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

金子知事から表彰を受ける若月校長

馬
場
文
平
さ
ん
が
金
色
有
功
章

　
七
月
十
九
日
㈱
、
県
民
会
館

で
第
二
十
五
回
献
血
運
動
推
進

全
国
大
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま

皇太子殿下から手渡された金色有功章

し
た
。

大
会
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

名
誉
副
総
裁
皇
太
子
殿
下
を

お
迎
え
し
、
献
血
関
係
者
な

ど
約
二
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
席
上
、
馬
場
文
平
さ
ん

（
小
泉
三
）
は
、
全
国
献
血
功

労
者
六
人
の
代
表
と
し
て
皇

太
子
殿
下
か
ら
金
色
有
功
章

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
馬
場
さ
ん
は
、
十
日
町
市
献

血
友
の
会
連
合
会
の
会
長
と

し
て
永
年
精
励
さ
れ
、
献
血

推
進
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
に
県
知
事
表
彰

を
、
五
十
八
年
に
は
厚
生
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
し
た
馬
場
さ
ん
は
「
こ

れ
を
機
に
初
心
に
返
り
、
献
血

推
進
事
業
に
努
め
た
い
」
と
感

激
の
声
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
六
団
体
に

銀
色
有
功
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
十
日
町
市
献
血
友
の
会
連
合
会

㈱
関
芳
　
十
日
町
砂
利
合
資
会

社
　
十
日
町
専
門
店
会
協
同
組

合
　
吉
沢
織
物
㈱
　
睦
織
物
㈱

間団が最後の会議
　
十
日
町
市
経
済
活
性

化
客
員
顧
問
団
会
議
が
、

七
月
十
二
日
東
京
都
港

区
の
日
鉱
六
本
木
ク
ラ

ブ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
一
昨
年
の

九
月
以
来
の
会
合
と
な

り
ま
し
た
が
、
顧
問
団

七
人
（
欠
席
五
人
）
の

ほ
か
、
あ
わ
せ
て
二
十

顧
四
人
が
出
席
し
ま
し
た
．

・
貝
　
初
め
に
丸
山
市
長
が
、

客
「
顧
問
団
の
方
々
か
ら

化
望
纏
磐
翌
偽

性
成
功
し
・
リ
デ
ト
地

活
域
の
指
定
や
北
越
北
線

斉
の
高
速
化
の
決
定
を
み

ヤ
マ

蚤
る
こ
と
が
で
き
た
．
二

玄
那
十
一
世
紀
へ
向
け
て
明

る
い
展
望
が
開
け
て
き
た
」
と

感
謝
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
そ
の

後
第
六
次
の
総
合
計
画
の
策
定

や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、
北
越
北
線

な
ど
の
現
況
を
説
明
し
、
顧
問

団
に
対
し
、
指
導
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
つ
い
で
顧
問
団
は
リ
ゾ
ー
ト

開
発
に
対
し
て
、
　
「
長
期
的
な

開
発
を
行
う
こ
と
。
統
一
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
で
開
発
を
行
う
こ

と
。
地
場
農
産
物
の
供
給
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
。
地
域
全
体

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
。
地

元
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
こ
と
。

雰
囲
気
を
売
る
商
売
で
あ
り
接

客
態
度
が
大
事
で
あ
る
こ
と
。

地
元
の
熱
意
と
人
情
に
成
功
の

カ
ギ
が
あ
る
こ
と
。
十
日
町
を

も
っ
と
P
R
す
る
こ
と
」
な
ど

の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

参
考
に
し
て
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発

を
は
じ
め
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

会議の主な出席者

鋼㈱会長

業グループ部長

財㈱会長

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
な
お
、
今
回
の
会
合
を
も
っ

て
顧
問
団
は
解
散
し
ま
す
が
、

今
後
は
十
日
町
市
参
与
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
一
部

会
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
引
き

続
き
ご
指
導
を
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

麹
齢
繧
識
轟
棘
謙
謙
珍
祝
長

1議員

1業㈱相談役

報器㈱社長

事務所長

議員

・議長

議所会頭

業協同組合理事長

顧問団　阿部　芳平　三

　　飯田彬之助安
　　伊佐早二郎　綜

　　春日由三元
　　臼川勝彦衆
　　庭野正之助日

　　宮本富雄宮
オブザーバー横山　良二　県

地元須藤誠也県
　　樋口熊蔵市
　　関口芳春商
　　島田政之助織

　　丸山尚政市

　
　
　
　
徳
永
教
育
長
が
死
去

　
徳
永
成
太
教
育
長
は
、
か
ね
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
七

月
十
二
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
故
徳
永
氏
は
、
日
本
大
学
を
卒
業
後
、

市
役
所
に
入
り
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
、
税
務
課
長
、
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
課
長
、
市
民
生
活
課
長
、
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
、
教
育
次
長
な
ど
を
歴
任
し
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
六
十
二
年
十
月
に
教
育
長
に
就
任
。

　
∞
㎜
．
㎜
．
・
、
　
　
　
　
　
　
こ
の
間
、
市
政
発
展
に
尽
力
し
、
そ

　
　
蓑
　
蟹
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
死
は
広
く
市
民
か
ら
惜
し
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。
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平成元年度自衛冒募集

　防衛庁では、陸・海・空の平成元

年度自衛官を募集しています。

■受付期問　年間を通じて行ってい

　ます。試験日は受付時に説明しま

　す。

■受験資格　18歳以上25歳未満の男

　子および女子

■問い合わせ　市民課市民係（盈内

　線147）または自衛隊長岡出張所

　（智0258－33－0256）へ。

東京消防庁消防冒募集

　東京消防庁では、平成2年度採用

の消防官を募集します。

■受付期間　8月28日（月）～9月5日

　　（殉まで。

■受験資格　昭和37年4月2日～昭

　和47年4月1日までに生まれた男

　子（大学卒業者および大学卒業見

　込みの人は除く）

■試験日・会場　　く第1次試験＞10

　月1日（日）東京／10月3日（火）新潟市

　ほか13都市〈第2次試験＞11月13

　日（月）・14日（幻東京／11月7日（幻・

　9日㈲その他の都市（郵送する受

　験票でお知らせします）

■試験種目　①教養試験②作文試験

　③適性検査④身体検査⑤体力検査

■採用予定数　約80名

臼申し込み　東京消防庁人事部人事

　課（〒100東京都千代田区大手町

　1丁目3番5号盈03－212－2111）へ。

入国警備冒募集
　人事院・法務省では、平成2年度

採用の入国警備官（高校卒業程度）

を募集します。

■受付期間　8月25日㈹～9月7日

　休〉まで（9月7日消印有効）

■受験資格　昭和41年4月2日～昭

　和47年4月1日生まれの人（高校

　卒業程度）

■試験日・会場　　く第1次試験＞10

　月8日（日）＜第2次試験＞10月9日

　（月）／東京都ほか9都市（郵送する

　受験票でお知らせします）

■試験種目　①教養試験②作文試験

　③人物試験④身体検査⑤身体測定

　⑥体力検査

■採用予定数　約65名

■問い合わせ　人事院関東事務局

　（〒100東京都千代田区大手町1－

　3－3智03－214－1621）へ。

ご協力ください！ 交通規制
　藩日町橋護国道麓3号線灘

　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　栄橋・姿橋へ迂回を
　十日町橋補修工事に伴い、7月11日

より信号機による片側交互通行規制を

行っていますが、交通渋滞が著しいの

でできるだけ国道252号線の栄橋およ

び県道姿土市停車場線の姿橋に迂回し

てくださるようお願いします。

　また、信号機はこれ以上調整困難で

すので、たいへんご迷惑をおかけしま

すが、ご協力をお願いします。

灘灘覇覇
信号機で渋滞する十日町橋付近

　　　　　　　　　　　う
名ケ山・中平経由で迂回を

　県道真田高島線の鉢地内で、緊急地

方道整備工事に伴い、9月30日までの

午前8時から午後5時まで交通規制と

なりますので、ご協力をお願いします。

■通行条件　①大型車……通行止

　②その他の車……片側交互通行

■問い合わせ　十日町土木事務所（盈

　57－5524・5525）へ。

中
平

サ些メ確253
　　　　　　　　　　翼鐙坂

　　交孟規制笛所衛鐙坂

中
与 　　一　　　高

鉢箕田高葛線　島

信濃川　　コンテスト
　　　　　　写真

■対象地域　信濃川（新潟県）にか

かる景観で、最近3力年以内に撮

影されたもの。

■募集作品　未発表のもので一人二

点以内とし、アマチュアの人に限

　ります。印画紙のサイズはカラー・

　白黒ともサービス版以上四ツ切ま

でとし、組写真、スライドは除き

　ます。作品の裏側に、住所・氏名

年齢・題名・撮影場所・撮影意図

　を記入した応募票を貼付すること。

■締め切り　10月31日（幻まで。

■発表入選者には、11月末日こ

　ろまでに通知します。

■表　彰　優秀作品には賞状と賞品

　を、入選作品には賞品を進呈いた

　します。

臼申し込み　建設省信濃川工事事務

所管理課（〒940長岡市信濃1丁目

　5番30号暦0258－32－3020）へ。

畿講の羅纏論文募集

　あなたが、身近に感じている河川、

ダム、漢流、海岸といった「水辺」

の将来の構想・期待などの論文を募

集しています。

■応募方法　縦書き400字詰原稿用

　紙20枚以内とする。原稿の1枚目

　にタイトルと目次、住所、氏名、

　年齢、生年月日、電話番号、職業

　を記入すること。

■締め切り　9月15日㈹まで。

■表　　彰　最優秀賞1編50万円、

優秀賞2編30万円、入選5編10万

円、佳作47編2万円

■申し込み　県土木部河川課（〒950

新潟市新光町4－1奮025－285－

5511内線3262）へ。
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愉献ふ幡し、％櫓

　『体験作文』募集
　「国際障害者年（1981年）」以降、障害を持つ人、持たない人が「共に生き

る社会」をめざし、学校、職場、地域でさまざまな取り組みの輪が広がつてき

ています。その体験を通じて学んだことや感じたこと、あるいは社会に訴えた

いことなどの体験作文を募集しています。

■応募資格　小学生以上であれば、

　どなたでも応募できます。

■締め切り　9月9日仕）まで。　（消

印有効）

■応募方法　①募集は、小学生、中

学生、高校生および一般の4部門

②用紙は、400字詰原稿用紙（B

　4版縦書き）とし、小・中学生は

　2～4枚程度、高校生、一般は5

～8枚程度③別紙に、タイトル・

氏名・年齢・性別・職業または学

校・学年・住所・電話番号を記入。

■発表・表彰①各部門ごとに、最

優秀賞1編5万円相当の副賞、優

秀賞3編、佳作5編の36編を入選

　とする。②入選作品は、11月中旬

　までに決定し、お知らせします。

■申し込み　県民生部障害福祉課

　（〒950新潟市新光町4－1智025

－285－5511）へ。

健康（二い旅ク0一八埋動

　　　　『ポスター』募集

　　　　　　　県では、「つくろう健康ゆたかな明日へ」をスローガンに

県民の健康づくりを積極的に進めています。広く県内の小学生・中学生およ

び高校生からポスターを募集し、その製作過程を通して「健康にいがたクロ

ーバー運動」に対する認識を深めてもらうため、ポスターを募集します。

④緑の野菜を食べよう⑤自分の健

康を大切にしよう⑥やっています

か汗涙感動を呼ぶスポーツを⑦し

　ていますか健康で食べられること

　に感謝⑧選べますか毎日必要な食

べ物を…この中から一つ選ぶこと。

〈用紙・画材＞画用紙四ツ切（38享ン

　×53享ン）とし、画材、色彩は自由

画用紙の裏面に、学校名、学年、

氏名、年齢を記入すること。，

■申し込み　県環境保健部医務薬事

課（〒950新潟市新光町4－1盈

025－285－5511）へ。

　　　　　行政相談員

　　　　岡田信郎さん

　国民の行政に対する苦情解決

に尽力されたとして、このたび

新潟行政監査事務所長より感謝

状が贈呈されました。

■応募資格　県内の小学生、中学生

および高校生

■締め切り　9月11日（月）まで。

■応募方法　くテーマ＞小学生①母乳

で育てよう②塩分を減らそう③牛

乳を飲もう④緑の野菜を食べよう

⑤みんなで食事楽しい食卓⑥嫌い

なものでも一口たべよう⑦朝ごは

　んをキチンとたべよう⑧せいいっ

　ぱい遊ぼうせいいっぱい運動しよ

　う⑨おふろに入って体をきれいに

中学生・高校生①母乳で育てよう

②塩分を減らそう③牛乳を飲もう

　　　　　　　　　　　　　『作品』募集

　県では、県民芸術祭文芸部門として、作品発表の場を提供するとともに県内

の文芸の振興を図るため作品を募集します。

■応募種目　①小説…400字詰原稿

用紙50枚以内②詩…400字詰原稿

用紙4枚以内③短歌・俳句・川柳

…1人新作5句を1編として審査。

臼締め切り　10月7日（士）まで。

■発表　入選作品の発表は、12月下

旬に本人あて通知します。

■申し込み　県教育庁文化行政課

（〒950新潟市新光町4－1盈025－

285－5511）へ。

　海上保安庁では、平成2年度採用

の海上保安大学校・海上保安学校の

学生を募集します。

■受付期間　9月7日㈲～20日㈱ま

　で。

■受験資格　昭和41年4月2日（大

　学校学生は昭和44年4月2日）以

　降に生まれた人

■試験日・会場　　〈第1次試験＞11

　月11日仕〉（大学校に限る）11月12

　日（日）（大学校・学校）新潟市ほか

　28ヵ所く第2次試験＞1月8日（月）

　新潟市ほか11ヵ所

■採用予定数　◎大学校学生約50名

　◎学校学生①水路約15名②灯台約

　35名③通信約15名④航海・機関・

　主計約85名

■問い合わせ　第九管区海上保安本

　部総務部人事課（〒950新潟市万代

　2丁目2番1号盈025－244－4151）へ。

安全衛生推進者
　　　　　養成講習会

　建設業労働災害防止協会新潟県支

部では、建設業関係の安全衛生推進

者を養成するための講習会を開きま

す。

■と　き　8月7日（月）・8日（幻午前

　9時～午後4時
■ところ　クロス10（本町6）

■定員　100名
■受講料　全科目受講者7，400円

　（テキスト代含む）一部免除者

　5，400円（テキスト代含む）

■講習内容　　〈第1日＞①安全衛生

　推進者の職務②設備と作業の安全

③災害調査と原因分析など〈第2

　日＞①安全衛生教育②作業環境管

　理および作業管理など

●問い合わせ　建設業労働災害防止

　協会新潟県支部（〒950新潟市新

　光町7－5盈025－285－7141）へ。

　（受験申込書もあります）

5と、おガ』霞3平成元年7月25日
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8
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1
日

　
　
㈹
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9
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3
0
日
ω
ま
で
。

　
　
当
日
消
印
有
効
。

　
　
・
応
募
区
分
　
①
小
学
校

　
　
低
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中
学
年
の
部
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1
年

　
　
生
～
4
年
生
）
②
小
学
校

上
学
年
の
部
（
5
・
6
年
生
）

③
中
学
生
の
部
④
高
校
生
・
一

般
の
部

■
応
募
方
法
　
①
小
学
校
の
各
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お
よ
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中
学
生
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“
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0
字
詰
原
稿
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3
枚
以
内
。

②
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校
生
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般
の
部
0
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0
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原
稿
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枚
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③
作
文
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容
に
ふ
さ
わ

し
い
題
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

8月乳幼児健康診査翫

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
（講覆響児）

9日
（水）

午後1時

～1時45分

61年2月
生まれの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診

8日
（火）

午後1時

～1時45分
63年2月
生まれの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級

23日
依）

午後1時

～1時30分

平成元年4月

生まれの乳児

10ヵ月児
身体測定

22日
（幻

午前9時30分

～10時30分

63年10月
生まれの乳児

（董学雛希）

会場は保健センターです

※1歳6ヵ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診
　がありますから歯をきれいにみがいて来てく
　ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）
※4ヵ月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
　りに来てください。

④
作
品
に
は
、
住
所
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し
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。
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す
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・
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縮
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縮
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）
の
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康
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行
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ま
す
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■
と
　
き
　
8
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3
0
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受
付

午
後
0
時
3
0
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時
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分
／
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診
午
後
1
時
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3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
長
岡
保
健
所
（
長

岡
市
川
崎
町
）
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／
　
　
　
7
　
　
　
／
　
　
　
0
Q
　
　
　
／
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回8月の休日救急医
6日（日）　第二藤巻医院　（l　I　I西町）盈68－20／

　　　上村病院（中里村）価3一訓

13日（日）大島医院（川原町）智52－295

　　　津南病院（津南町）奮65－346

20日（日）山□医院（下築映通り）奮55－200

　　　古藤医院（津南町）智65－300

27日（日）中条病院（北　原）奮57－30／

■
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
冊
子

に
ま
と
め
市
民
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
ま
す
。

■
応
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市
千
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町
三
－
三
　
十
日
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市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
　
健
康
づ

く
り
作
文
募
集
係
（
盈
5
7
1
3

1
1
1
内
線
謝
）
へ
。

　
　
　
　
　
健
康
診
査

■
担
当
医
師
　
新
潟
大
学
医
学

部
整
形
外
科
学
教
室
医
師

■
対
象
者
　
①
健
康
診
査
を
受

け
る
よ
う
医
師
か
ら
指
示
さ
れ

て
い
る
人
②
①
以
外
で
上
記
の

症
状
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
。
た
だ
し
、
骨
折
・
骨
髄
炎

な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ
る
人
を

除
く
。

■
申
し
込
み
　
8
月
7
日
局
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
に
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
暦
5
7
1
3
1
1
1
内
線
齪
）
へ
。

お待ちしています！

（保健婦を順次紹介します）

8月の健康相談日

値）献血車ゆ
　2日困　新潟県総合庁舎

　4日働　十日町市役所

　6日（日）下条地区公民館

　20日（日）中条地区公民館

　　　受付時間：午前／0時～正午

　　　　　　　　午後／日寺～3日寺

十日町地区担当波形保健婦

会　　場 期　　日 時　　聞

保健センター
7・21・28日

の月曜日
午前9時～

　午後4時
中条公民館 4日働

羽根川荘 11日働

克雪センター 17日（木） 午後1時～
　　～4時

下条公民館 24日休） 午前9時～
　午後4時
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◎血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるなどの人は、どうぞご相

談ください。秘密は守られ、無料です〃健康手帳を忘れないで、持参してくだ

さい。

■問い合わせ　保健衛生課保健衛生係（智57－3111内線138・139）へ。

健康テレホン

費52－6015では食事のこと、
健康のことなどを受け付けています。

8
63年度健康づくり標語入賞作品
小学校上学年の部優秀賞　湯沢寛子さん（＋日剛、学校4年）　つまりっ子　すなおな心と　いい体




